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『愛されない子』にみられるハビリテーション教育
Ⅰ．はじめに
筆者の前稿「『タイガーと呼ばれた子』にみられる
被虐待児への「癒し」の教育」では、「リハビリテーショ
ン」の教育と「ハビリテーション」の教育の違いを考
察し、貧困と暴力が日常となっている世界に暮らす虐
待児にとっては、「リハビリテーション」ではなく「ハ
ビリテーション」の教育が必要であることを述べた。
トリイ・ヘイデンのノンフィクション小説『愛され
ない子』は、アルコール中毒の母親からネグレクトと
いう虐待を受けて成長した美貌の女性ラドブルックが、
彼女自身もアルコール中毒となり、自閉症の一人娘を
うまく育てられず、自暴自棄な生活を送っていたさな
か、トリイの担任する特殊学級に娘をあずけたことが
きっかけで、ラドブルック自身もクラスに関わり、自
ら虐待の連鎖を断ち切ってハビリテーションする物語
である。
本稿では、虐待を受けて大人になり、みずからも虐
待の連鎖に取り込まれて自暴自棄な生活を送る女性が、
自らのトラウマに気付き、それを乗り越えていく過程
を、トリイの特殊学級が彼女に体験させた「ハビリ
テーション」の教育という観点から考察する。
Ⅱ．第一章
この章では、「リハビリテーション」と「ハビリテー
ション」の違いを再考し、かつトリイの特殊学級が「治
療共同体アミティ」１）としての条件を満たしているか
どうか考察する。
１．「リハビリテーション」と「ハビリテーション」
の定義の違いについて
「リハビリテーション（rehabilitation）」という言
葉の定義は、広辞苑２）によると以下のように定義され
ている、
治療段階を終えた疾病や外傷の後遺症を持つ人に対
して、医学的・心理学的な指導や機能訓練を施し、
機能回復・社会復帰をはかること。更生指導。
英和大辞典３）の定義では、
リハビリテーション《傷病者の機能回復訓練・職
業訓練及び社会支援活動》；（犯罪者などの）更生
とある。
また、ＯＤＥでは、動詞の“rehabilitate”で以下
のように説明している、
・restore(someone)tohealthornormallifeby
training and therapy after imprisonment,
addiction,orillness
・return(something,especiallyabuildingor
environmental feature) to its former
condition.４）
「過去に受けた心のトラウマからのリハビリテー
ション」などと使う場合の「リハビリテーション」は、
ＯＤＥの二番目の定義 “return(something,especi-
allyabuildingorenvironmentalfeature)toits
former condition.”で使われることが多い。
一方で「ハビリテーション」の定義は、広辞苑には、
比較的新しい福祉分野の用語のせいか、載っていな
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かった。
英和大辞典では、“habilitate”として、以下のような
定義がされたいる；
１《古》〈人〉に服をきせる。
２《古》〈人〉を（社会復帰ができるように）訓練［教
育］する５）。
ＯＤＥでは、
habilitaionnoun.
-ORIGIN
early17thcent.:frommedievalLatinhabilitart－
‘madeable’,fromtheverbhabilitare,fromhabilitas
(seeABILITY)６）
とあり、「できないことをできるようにする」意味のラ
テン語由来の古語であるとなっている。
『社会福祉英和・和英用語辞典』では、
現有機能に出発して障害者（児）の発達を支持・追求
していく教育的、治療的、社会的措置の総体７）
とある。これは、今ある状態を起点として、新たに、
よりよい状態へと「生き直す」ことと言えよう。
これを実践し効果をあげている団体に、アメリカの
「アミティ」（ラテン語で友愛・友情を意味する）と
いう犯罪者の民間社会復帰施設がある。「アミティは、
犯罪者が増え続けるアメリカで、再犯を防ぐ最も効果
的なプログラムのひとつとして、注目されている団
体」である。
アリゾナ州ツーソンを拠点とするアミティは、1981
年に同州で開始された「治療共同体」である。同じよ
うな問題を抱える人々が、一定期間生活を共にしなが
ら、問題を乗り越えるために互いが支えあうスタイル
が基本で、スタッフの半数以上が、治療共同体の卒業
生という、自助グループ的要素の強い団体である。
アミティの事務局長であり、創始者の一人でもある
ナヤ・アービターはこう語る、
「リハビリというのは、元いた場所に戻ることを意味
します。売春、麻薬、暴力を行っていた人が、元の場
所に戻るということは、再び問題行動を繰り返すこと
になってしまいます。たとえば自傷に走る人、暴力を
振るう人は、自分が生まれ育ったコミュニティで、そ
ういう生き方を学んできてしまったわけです。ですか
ら、彼らは、リハビリテーション（Rehabilitation）
ではなく、ハビリテーション（Habiritation）、ゼロか
ら学び直すことが必要な人たちです。問題を断ち切り、
社会復帰がうまく果たせるかどうかは、ハビリテー
ションのプロセスを経て、希望を手に入れられるかど
うかにかかっていると思います。」８）
２．「治療共同体アミティ」とトリイの特殊学級との類
似性
「治療共同体アミティ」は1981年に、アリゾナ州
ツーソンで、ナヤ・アービター、ベティ・フレイズマ
ン、ロッド・ムレンらの三人によって開始された。
アミティとは、ラテン語で友情・友愛を意味し、「治
療共同体」という、日本では聞きなれない考え方を
ベースにしている。これはもともと、精神疾患や、
薬物依存などの問題を抱える人々の「治療」として
50年代に米国で始まり、その後、ベトナム戦争の帰
還兵や犯罪者にも適用されるようになった、ある種
社会運動的な試みである。同じような問題を抱える
人々が、一定期間生活を共にしながら、問題を乗り
越えるために互いが支え合う、というスタイルが基
本。スタッフの半数以上が、治療共同体の卒業生で
あることからも、自助グループ的な要素が強いこと
がわかる。９）
ナヤ・アービターは「治療共同体アミティ」を、入所
者が失った希望を取り戻すための、対等なコミュニ
ティであるとして、こう述べる、
「レジデントのほとんどが、希望を失って当然と
思えるような過酷な体験をしている人です。失っ
た希望を取り戻すためには、まず、失うに至った
過程を見つめる必要があります。それは辛くしん
どいプロセスですが、そのプロセスを経ずに問題
を乗り越えることは難しいと思います」10）
アミティの施設の中に入ると、スタッフなのかレジデ
ントなのかなかなか見分けがつかないという。服装は
自由、食事も一緒、スタッフもレジデントも皆フレン
ドリーで、上下関係や管理体制が感じられない。それ
は、スタッフもレジデントも、同じコミュニティ（共
同体）の一員という位置づけをしているからである。
ナヤは、対等なコミュニティを形成するためには、
次のような要素が必要であると指摘する、
＊観衆ではなく参加者になる
＊固定した役割ではなく、様々な役割を担う
＊排除するのではなく、受け入れる
＊制度やプログラムよりも、語りやすい安全な場所
を作る
＊スタッフからの慰めよりも参加者同士の関係を大
切にする
＊「治療」よりも学ぶこと
＊症状にとらわれず、一人の人間として全体をとら
える
＊感情に振り回されるのではなく、自分の感情を使
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いこなす能力を身に付ける11）
そしてここでレジデントは、先に述べたように、「ハビ
リテーション」を体験し、自己の問題を克服するので
ある。
ナヤはまた、アミティは「解毒作用」であるという、
「自分の体験を語る、という方法によって、感情
の発散の仕方を学び、体の中にたまった毒素を解
毒していく試みを行うのです。その時、まず、自
らの体験に名前をつけることが大切です。そうし
なければ体験を表現し、うったえることができな
いからです。苦しい体験を背中に背負ったまま、
どんどんその荷が重くなって、自分自身が押しつ
ぶされてしまう、ということになります。」12）
トリイの教室では、様々な過酷な体験をし、様々な
障害を持った子どもたちが集まり、自由な服装で、普
通の教室にみられるような一斉教育ではなく、それぞ
れの障害や勉学進度、年齢に応じた学習を、各自の
ファイルに入れられたプリントや、遊具を使って行っ
ている。トリイは教師というよりは、アドバイザーと
して生徒の勉強を助ける。時に感情的にコントロール
を失って騒ぐ子どもに、感情のコントロールの仕方を
教える。そして今回のトリイの教室には、これまで見
られなかったタイプの生徒、大人の生徒が加わって、
先生と生徒との見分けが一層つかない教室となる。
このおかげで、トリイも子どもたちももう一人の大
人の生徒もアミティのような「治療共同体」を実践す
ることができたのである。
『愛されない子』の中では、トリイ・ヘイデンの他
の一連の小説と同様に、さまざまな障害を持つ子ども
たちと教師であるトリイとが、教室での生活を通じて
お互いに影響を及ぼしあい、教育し合う、まさにアミ
ティのような「治療共同体」が実現されて、生徒であ
る子どもたちも、教師であるトリイも、共に成長して
いく。そしてもう一人、これまでの小説にはでてこな
い類のもう一人の生徒が、トリイの教室に加わり、ト
リイと彼女の教室の「ハビリテーション」教育によっ
て、彼女の抱える諸問題を乗り越え、虐待の連鎖を断
ち切る。そのもう一人の生徒とは、トリイの教室に自
閉症の娘を入れることになった母親ラドブルック・テ
イラーである。
Ⅲ．第二章
１．虐待の連鎖に苦しむもう一人の生徒：ラドブルック
『愛されない子』の原題は、“JUSTANOTHERKID”「も
うひとりの子（生徒）」である。この子は、トリイの教
室に入っている自閉症の娘レスリーの母親ラドブルッ
クである。これは、ラドブルック本人言う、次の言葉
で明らかである；
Youwereverygentleaboutit,buttherewasnonon-
sense.Therewasnodoubtwhowasincharge.I
wasthinking,it'slikeI'm justanotherkid.Which
was alright.Ithinkthat'stheprecisemomentit
occuredtome,realyoccuredtome,thatI
neededtodosomething.Notearlier,notwhenI
wassick-thatwasjusthumiliating-butthen,with
youandyourfloorclothes.Ithought,Ineedthis.I
needsomebodyelsetotakecontrolforawhile.
BecauseIjustwasn'tmakingitonmyown.I
neededtostartover.Ineededtogrowup,because
Idon'tthinkIeverrealydiditthefirsttime.13）
（下線 筆者。）
ラドブルックは、娘のレスリーとは違った、様々な
問題とトラウマを抱えていた。そのうちの最大の問題
がアルコール依存症だった。はじめて娘をトリイの教
室に連れてきて一週間が過ぎた頃、レスリーの帰りの
迎えに、ラドブルックは酔ったまま車を運転して、予
定の時間よりかなり遅れてあらわれた。そして、当然
のことながらトリイがレスリーを渡すのを拒否すると、
ラドブルックは力づくでレスリーを連れ去った。トリ
イは、この時点で、レスリーの母親であるラドブルッ
クには、なんらかの助けがいると考え、他の教師仲間
に相談するが、他の教師は、何不自由ない上流階級夫
人で、しかも誰もがうらやむ美貌の持ち主、お高くと
まって庶民と交わろうとせず、友達もつくらない上に、
夫以外の男たちと情事を重ねるラドブルックの不品行
に同情する余地などないと冷たい。
だが、こんなことが何度か続いて、ついにトリイは
レスリーの父親と母親ラドブルックに面接を要請する。
夫だけがきた面接では、レスリーとラドブルックの家
庭、上流化階級に属していて、一見何不自由なく見え
るコーンシダイン家の抱える問題の一端が夫によって
語られる。妻ラドブルックのアルコール依存症。お酒
を飲みに出かけて、数々の男と寝て、何日も帰宅しな
い不品行。娘レスリーが生まれたときから、娘にさ
わったり抱いたりすることができず、家政婦に育児を
任せきりで、一人娘をネグレクトしている母親として
のラドブルック。
そして、幾度めかでラドブルックがひどく酔って娘
を車で迎えに来た時に、トリイは断固としてラドブ
ルックに娘レスリーを渡すのを拒否、二人は対決する。
この対決でトリイは勝利し、酔ったラドブルックは、
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この町でトリイが教師をすることをできなくしてやる
と捨て台詞を吐いて一人で車で去り、レスリーをタク
シーで帰宅させる。次の時もひどく酔って教室に現れ
たラドブルックとトリイが対決し、ラドブルックが再
度負けて、その上、教室で酔ったまま寝てしまい、目
覚めた時に嘔吐するという失態をおこすが、これが良
いきっかけとなって、ラドブルックははじめてトリイ
に心を開き、自分の抱えてる問題を打ち明け、トリイ
の助手として教室で働きたいと申し出る。
時間に正確で、見違えるように勤勉な助手に変身し
たラドブルックは、後にアルコールで再び失敗した時、
トリイに「自分をもう一人の生徒だと思ってほしい」
と懇願するのである、
“PretendI'mjustoneofthekids.”
“Thethingis,Lad,you'renotoneofthekids.
You'reanadultandyou'vegotadultproblems.
Crips,you’reolderthanme.”
“Bywhat?Twoyears?ThreeYears?What’sthree
years,anyway?
“That'snotthepoint.”
“Thatisthepoint,Torey.It'sthewholepoint.IfI
wereoneofthechildren,youwouldn'tbesaying
althis.You'djustgetinthereandkeeptrying.
What's this garbage aboutadultproblems?
Problemsareproblems.Andsincewhendidyou
haveadegreeinanybody'sproblems?Youhaven't
adegreeinDirkie'skoobyobsessions,haveyou?
OrinkidswhoseparetsgetmurderedinNorthern
Ireland.Butyoukeeptryingjustthesame.Ithink
that'salmaters.That'salIwant,Torey.It'senough
forme.”14）
そしてとうとうトリイ自身も、ラドブルックが自分
の教室の生徒の一人であることを認め、知人に宣言す
るのである、
“Who'sshe?”Hejerked hishead toward the
Classroomdoor.“TheValkyrie.”
Igrinned.“Myaide.”
…… Ishrugged.“It'salitlediferentthis
Time.Sheisn'tCindy.She'soneofthekids.”15）
２．ラドブルックが抱える諸問題と虐待の連鎖
トリイの「もう一人の生徒JUSTANOTHERKID」と
なったラドブルックは、アルコール依存症、失語症、
失読症、同性嫌悪からくる娘へのネグレクトという虐
待という問題を抱えていた。
これらのうち、アルコール依存症と娘へのネグレク
トの問題は、彼女の母親が抱えていた問題でもある。
ａ）アルコール依存症
ＩＣＤ-10による「Ｆ１Ｘ.２ 依存症候群」では、「慢
性アルコール症」という名称で記載されている。
依存症候群の定義としては；
ある物質あるいはある種の物質使用が、その人に
とって以前にはより大きな価値をもっていた他の
行動より、はるかに優先するようになる一群の生
理的、行動的、認知的現象。依存症候群の中心と
なる記述的特徴は、精神作用物質（医学的に処方
されたものであってもなくても）、アルコールあ
るいはタバコを使用したいという欲望（しばしば
強く、時に抵抗できない）である。ある期間物質
を禁断したあと再使用すると、非依存者よりも早
くこの症候群の他の特徴が再出現するという証拠
がある。
この症候群の診断ガイドラインには、
薗物質使用の開始、終了、あるいは使用量に関して、
その物質摂取行動を統制することが困難。
塩明らかに有害な結果が起きているにもかかわらず、
依然として物質を使用する。たとえば、過度の飲
酒による肝臓障害、ある期間物質を大量に使用し
た結果としての抑うつ気分状態、薬物に関連した
認知機能の障害などの害。使用者がその害の性質
と大きさに実際に気づいていることを（予測にし
ろ）確定するよう努力しなければならない。16）
ラドブルックの場合は、次のｂ）で述べる失語症の問
題がその根底にあって、それが原因で起こる数々のト
ラブルの苦しさをまぎらわすために、アルコールを飲
むようになり、依存症になったものと思われる。それ
は、トリイの以下の考察からわかる、
・・・だが、やがて徐々に彼女の行動パターンがもっ
とあきらかになってきた。緊張が彼女の抱える問題
の大部分を占めていることはずっと前から気づいて
いた。不安になったりストレスを感じたりすればす
るほど、うまくしゃべれなくなるのだ。そして、仮
にいつもの「ええ」「いいえ」「さあ」以上に話すこ
とができたとしても、ばかなことや、実際はいうつ
もりもないこと、いいたくないこと、時にはまった
く意味をなさないことなどをいってしまって話をめ
ちゃくちゃにしてしまうことが多かった（後略）
このようなパターンについて考えをめぐらせている
うちに、わたしは最終的に、ラドブルックが思って
いることをうまく口で表せないのは、情緒的問題の
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結果というよりあるタイプの失語症なのだという結
論を下した。失語症とは脳の言語表現をつかさどる
部分のどこかが機能不全に陥っているために起こる
障害である。この観点からみると、突然彼女の行動
の大部分に筋が通ってきた。そしてほかの時間に彼
女に何が起こっているかも理解しやすくなってきた。
しばらく前から、わたしは彼女がいろんな社会的状
況下で体が麻痺するほどの不安発作に襲われている
ことに気づいていた。（中略）ラドブルックにはその
対処の仕方が二つだけあった。まったく他人を避け
て、敵意に満ちた、お高くとまった態度を示してい
ま以上に人と知り合いにならないようにするか、酒
を飲むかだ。酒を飲んでいるとリラックスできた。
たとえあまり筋道は通ってないにしても、アルコー
ルがかなり入るとラドブルックはしゃべることがで
きた。というか少なくともしゃべれなくとも気にせ
ずにすんだ。17）
ラドブルックの母親の場合も、おそらく同じような問
題を抱えていたことが、次のラドブルックの回想から
知ることができる、
「わたしの母が・・・母は・・・問題を抱えていた、
とあなたならいうでしょうね。お酒を飲んでいたの
よ。母はお酒を飲んでいたの。アルコール依存症
だったのよ。」（中略）
「・・・母は飲むとすごく気紛れになるから、わた
したち、しゃべることにはすごく気をつけなければ
ならなかったの。母はいつもまちがったふうに取る
から。（後略）18）
そしてラドブルックの酔った母親は、あるクリスマス
の日に幼いラドブルックと弟のささいなけんかの罰と
して、ツリーとプレゼント全部、二人の弟の分も、ラ
ドブルックが弟の一人のためにおこづかいをためて
買ったプレゼントまで捨ててしまい、それに抗議した
ラドブルックの口を殴り、彼女を冬の最中、外に出し
て裏のステップにすわらせるという虐待をしたのであ
る。ラドブルックは、他の家々がクリスマスツリーの
下で、楽しくご馳走をかこんでパーティをするのを寒
さに震えながら眺めなければならなかった。彼女は毎
年、今年こそ楽しいクリスマスがくるだろうことを期
待したが、いつも母親の飲酒と虐待で、それは裏切ら
れ続けたのだった。
「わたしがいやでたまらないのは、母が飲んでい
たってことなの。母はめちゃくちゃだったわ。母の
せいでわたしはいつも自分が汚れてるみたいな気に
させられた。わたしは子ども時代ずっと母の後を追
いかけて、母を喜ばせようとし、母をなだめ、弟た
ちの世話をしたわ。だって母はちっとも弟たちの世
話をしないんだもの。最後には母のことを憎むよう
になった。そして、ぜったい母みたいにはならな
いって誓ったの。決してだれにもわたしみたいな思
いはさせないって。でも、わたしを見てよ。いまの
わたしを見てよ。19）
このことからわかるのは、ラドブルックの母親もア
ルコール依存症であったこと、アルコールのせいかど
うかはわからないが、発言も行動も「めちゃくちゃ」
であったこと、育児放棄＝ネグレクト、娘への身体的
虐待および精神的虐待が日常的に行われていたこと、
そのせいでラドブルックがアダルト・チャイルドに
なって母親の世話をしていたこと。母親のようになる
まいと誓ったにもかかわらず、良い母親のモデリング
を知らないために、結局、母親のようなアルコール依
存症になり、「めちゃくちゃ」な生活をし、育児放棄
＝ネグレクトをするという、虐待の連鎖にはまって身
動きが取れなくなっている状態だということである。
この解決策として、トリイがラドブルックにアドバ
イスしたことは、お酒を飲むのをやめること、である。
まず今現在起こっているトラブルのほとんどが、ラド
ブルックのアルコール依存症が原因であると判断され
るため、現在の最大の問題である飲酒をやめることか
ら始める、というトリイの判断は、現実的で的確で、
他の諸題の正体を明らかにすることにも役立つ。
しかしながら上記のＩＣＤ-10にもあるように、依
存症になっているラドブルックには、いくら努力して
も完全に飲酒をやめることができない。断酒に失敗す
るたびにパニックにおちいり抑うつ状態になるラドブ
ルックに、トリイは、飲酒しないですむような時間を
増やしていく、行動療法的アドバイスをする。まずは、
トリイの助手として教室にくるときは飲酒していない
ことを条件とし、飲酒しやすい問題が起こる週末には、
トリイの家に来て数時間過ごすことを提案する。
そしてそれでも失敗して泣きつくラドブルックに、
自己責任ということを教えるのである、
「トムがあなたに飲ませたんじゃないのよ、ラドブ
ルック。あなたが家で大変な思いをしたってことは
わかるわ。でもね、トムが飲ませたんじゃないの。
それからレスリーでもない。グラスを手に取ったの
はあなたなのよ。あなた以外のだれも、あなたの喉
にお酒を注ぎこんだりしていないわ。あなたがやっ
ているのよ。」（ｐ325）20）
「いい？これからもあなたをサポートするわよ。た
とえあなたが失敗しても、わたしたち、一緒に努力
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は続けるのよ。わたし、あなたを置いて出ていって
しまうなんていっているんじゃないのよ。そんなつ
もりなんかないわ。ただ、もしあなたがもう一度失
敗したら、あなたは断酒会にも行くの。約束す
る？」21）
知らない他人との会話や関わりにこれまで失敗し続け、
恐怖心を持つラドブルックに、トリイのこのアドバイ
スは効果絶大だった。ラドブルックは、これ以降、飲
酒をしなくてすむようになったのだ。これをトリイと
ラドブルックは「職業セラピー」と冗談半分に言い合っ
た。
そして更なる自信をラドブルックにつけさせるため
に、トリイは教室で、選択的緘黙症のシェモーナの面
倒をみることを担当させる。母親との思い出のために、
同性との接触を極端に恐怖し嫌悪するラドブルックは、
シェモーナと一緒に教室の一角を仕切って、誰にも邪
魔されずのびのびと遊ぶ体験を通して、ラドブルック
は、シェモーナを自分の娘のように愛情深く世話をし、
笑い合い、愛するようになる。アミティにおける「治
療共同体」のような相互セラピーが行われるのである。
その結果、ラドブルックの劣等感を払拭し、自信を持
たせる決定的な事件が起こるのである。シェモーナが
しゃべるようになったのだ。
シェモーナがほんとうにしゃべった。以前わたしに
向かって口を開いた二回のときとはちがって、今回
は本物だった。この後数日間は、彼女がしゃべるの
はラドブルックとのセッションのあいだだけだった。
だが、その期間中に、彼女はどんどん大胆になって
いった。（中略）
それから徐々にシェモーナはほかのわたしたちと話
しはじめた。（中略）
おそらく同じように大切なことは、シェモーナが話
そうと決意したことがラドブルックの士気を高める
効果をもたらしたということだった。ラドの人生で
の士気はいままであまりにも低かった。わたしが何
をやったとしても、この小さなアイルランド人の少
女の言葉ほどラドブルックの心を高揚させる効果は
なかったと思う。（中略）
わたしが彼女のそばまで行くと、彼女は呆然とした
表情で顔を上げた。
「ねえ」と彼女はびっくりしたような声でいった。
「わたしにこんなことができるなんて」22）
ｂ）失語症
失語症は、ＩＣＤ-10によると「表出性言語障害」と
いい、
言語理解は正常範囲にもかかわらず、表出言語を使
用する能力がその小児の精神年齢に即した水準から
明らかに低下している特異的発達障害。構音の異常
はあることもないこともある。
（含）発達性発語困難あるいは失語、受容型23）
ラドブルックは、ａ）でトリイが結論を述べているよ
うに「ラドブルックが思っていることをうまく口で表
せないのは、情緒的問題の結果というよりあるタイプ
の失語症なのだ（後略）」24）
そしてこのことで悩むラドブルックに、その障害を受
け入れ、障害とともに生きることをアドバイスする。
「そこがむずかしいところなんだけど。悪いけど答
えはないわ。それを受け入れるようにする以外は。
それをうまく機能しないあなたの体の一部として受
け入れて、その事実と共に生きていくしかないん
じゃないかな。てんかんや糖尿病みたいに」25）
「おそらく、心掛けるべきことは、ストレスを和らげ、
あなたが思っているように自由にしゃべれないって
わかったときに感じるパニックから逃れることだと
思うわ」26）
ｃ）失読症、綴り字障害
失読症は、ＩＣＤ-10では「特異的読字障害」といい、
この障害は読字力の発達の著しい特異的障害を主
要特徴とするもので、単に精神年齢、視覚障害の
程度あるいは不適切な学校教育によって説明され
るものではない。読みの理解力、読みによる単語
認知、声による読字力、および読みを必要とする
課題の出来ばえがすべて障害されることがある。
綴字困難が、特異的読字障害に伴うことが多く、
読字がかなり進歩したあとでさえ、青年期に入っ
ても残存していることがしばしばある。特異的読
字障害をもった小児は、しばしば会話および言語
の特異的発達障害の既往をもっており、現在の言
語機能を包括的に評価することによって、同時に
発生している些細な障害が明らかになることがし
ばしばある。学業上の失敗に加えて、とくにそれ
以後の小学校や中学校時代には学校を欠席したり、
社会適応の諸問題が併発することが多い。この病
態は現在知られている言語すべてにみられるが、
言語の性質や書かれる文字によって出現頻度が変
わってくるかどうかについては、確かなことはわ
からない。
この障害の診断ガイドラインには、まさにラドブ
ルックが
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小学校時代に苦しんだ症状が出ている。
鉛文章の中での単語あるいは単語の中での文字の反
転。
塩読んだ素材から結論や推論を引き出すことができ
ない。（含）読字障害に伴う綴字困難27）
ラドブルックが小学生時代のトラウマを語る場面にこ
の障害を持っていたことが示唆される、
「六歳で一年生のときのことよ。わたしたち、読み
方のワークブックをやっていたの。空欄があって、
そこに正しい言葉を入れなければならないのよ。わ
たし、それがうまくできなかったの。（中略）わたし
はずっと自分の名前のつづりをまちがっていたの。
ほんと、子どもに「ｄ」と「ｂ」が隣り合っている
名前なんて絶対つけちゃだめよ。わたしにどっちが
どっちだか覚えられたと思う？わたし、そういうこ
とに関しては全然だめだったそれで先生はかんかん
になったわ。先生はわたしを放課後残して何ページ
も何ページもわたしの名前を書かせたの。わたしは
いつも怖くてたまらなかった。だって自分がちゃん
と書けてるのかどうか全然わかってなかったんだも
の。とにかくやらなきゃいけなかったから、合って
ますようにと祈るしかなかったわ」28）
ラドブルックのＩＱは決して低くはない。それどころ
か彼女は数学の天才で、博士号も持っており、かつて
はプリンストン大学のラマン分光法のプロジェクト・
メンバーの一人だったのだ。
ｄ）娘に対するネグレクト
『児童虐待防止ハンドブック』によると、｢児童虐待
には、故意の身体的外傷（身体的虐待）やネグレクト、
性的虐待、はく奪・心理的虐待を含んでいる｣29）
この中で、ラドブルックにみられるのは、娘レス
リーに対する育児放棄＝ネグレクトである。これは、
彼女が意図的にしたことではなく、同性の娘を抱く
ことができず、授乳することができなかった、どう
接してよいかわからなかったことによる。テロの頻
繁に起こったアイルランドからアメリカに逃れて、
トリイの教室に入った姉妹の妹で選択的緘黙症の
シェモーナを担当し、言葉をしゃべらせることに成
功したラドブルックは、シェモーナと自分の娘レス
リーについて語る、
・・・｢わたし、あなたにすごくひどい話をしようと
しているわ｣彼女は静かな声でいった。
｢何なの？｣
｢わたし、シェモーナを愛しているの｣
｢そんなにひどいことじゃないじゃない｣
彼女は飾りリボンをふたたび巻きはじめた。｢ひど
いのよ｣かなり間があいてから彼女はいった。
｢だって、わたし、あの子のことをレスリーよりも愛
しているんだもの｣（中略）
｢あなた以外の人にだったら、こんなことあえて声
に出していわないと思うわ。自分自身でも認めたく
ないもの。だって、レスリーはわたしの子どもなん
だから｣彼女は言葉を切った。｢ただ・・・あの、
ただ・・・その・・・シェモーナはごくまともなん
だもの。あの子をみると、わたしには見えるの・・・
何ていったらいいかな？自分自身が見えるのよ。自
分が五歳や六歳だったころのことをはっきりと覚え
ているの。あのころの感覚を全部覚えているのよ。
だからあの子のためになにかやってあげたいとか、
あの子を喜ばせるっていうのはすごく簡単なの。わ
たしもいい気持になれるわ。（後略）
｢でもそれから後ろめたさでしゅんとしてしまうの。
だってレスリーにはそんな気持ちになったことがな
いんだもの。つまり、うちの猫だって、レスリーよ
りは反応を見せてくれるのよ。わたしがそこにいよ
うがいまいが、あの子はなんとも思ってないってい
う気がするのよ。食べ物を与えてくれたり、お尻を
拭いてくれたりすればだれでもいいのよ。（中略）
｢わたし、女の人に触られるのが大嫌いだったの｣
（中略）
｢女の人はずっと嫌いだったのよ｣（中略）
｢自分が女だってこともずっといやだったわ｣と彼女
は小声でいった。｢レスリーがお腹にいるとき、こ
の子が男の子でありますように、って祈ってたの。
女の子なんて全然欲しくなかった。もしあの子が男
の子だったら、もっとうまくやっていけたと思うわ。
あの子が男の子でありさえすれば、もうちょっとど
うしてあげればいいかがわかったかもしれないと思
うのよ｣（中略）
｢・・・トムのいうとおりなのよ。わたしのレスリー
の扱い方に関しては。彼はおおげさにいってるわけ
じゃないの。わたしはひどい母親だわ。だって、わ
たし、あの子を抱けなかったんだもの。ほんとにで
きなかったのよ。あの子に授乳したり、あの子に胸
をさわられるところを考えるだけで耐えられなかっ
たの。あの子のことや身の回りのことは面倒をみた
わ。もちろんそういうことはやったわよ。だって、
赤ん坊がいれば選択の余地はないでしょ。でも、と
てもトムのようには。とても彼がレスリーにやって
あげるようにはできなかった。だって、わたしはあ
の子を抱くことすらできなかったんだから。あの子
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を抱き上げて抱き締めてやることすらできなかった
のよ。わたしはくっついていられるのがいやで、彼
女を下におろさないわけにはいかなかったのよ。た
とえそうすればあの子が泣くことになってもね｣30）
この言葉からもわかるとおり、ラドブルックは一人娘
レスリーを、やむをえずネグレクトした。そしてそれ
は、ラドブルックの母親が、彼女にやってきたネグレ
クトという虐待の連鎖でもあったのだ。
ラドブルックは、彼女の母親が彼女に対して行った
行為を思い出してトリイに語る、
｢わたしの母親のこと、話したことあったっけ？」
ついに彼女がきいた。（中略）
｢わたしたちは小さな家族だったわ――母とふたり
の弟とわたしだけの。母は結婚と離婚をくり返して
いたから、ときどきは父親ってものがいたけど、で
もふつうはいなかったわ。決して長続きしなかった
の。ふつうはわたしたち四人だけだった｣（中略）
｢わたしだって昔は母を愛していたにきまってる、
と思うのよ。でもそれがいつかは覚えていないわ。
わたしはもうずっと前から母を愛するのをやめてし
まっていたの。（中略）わたし、母とは全然近しくな
かったの。弟たちはもっと親密だったけど、わたし
は全然そうじゃなかった。母に触れてもらったこと
がないのよ。抱いてもらったこともない。母は女同
士でそんなことするもんじゃないっていってたわ。
ほかの女の人の唇にキスするって考えただけで胃が
縮み上がるっていってた。わたし、一度母にそうい
うキスをしようとしたときのことを覚えているわ。
十歳かそこらだったと思うけど、母は本気で嫌悪感
をあらわにしたわ。母はわたしにキスするのをいや
がった。わたしに触れなければならないのをいや
がっていたわ｣（中略）｢よく、わたしが赤ん坊だっ
たころに母がわたしの世話をしているところを思い
描こうとしてみたわ。ほら、わたしを抱き上げたり、
抱きかかえたり、わたしと一緒に遊んでいるところ
なんかよ。わたしがいいたいのは、母だってそうい
うことをしたにちがいないってことなのよ。わたし
はほんの赤ん坊で、ほかにはだれもいなかったわけ
だから。でも、いつも考え込んでしまうのよ。母が
弟のキトソンの世話をしていたのをわたしは覚えて
いるんだけど、母はあんなふうにわたしを世話して
くれたのかしら、って。ほんとにあんなふうにわた
しを抱いてくれたのかしら、それともわたしは女の
子だからああはしてもらわなかったのかしら、っ
て」
彼女は両手の上にすわっていた。｢たぶんレスリー
といるときのわたしみたいだったんだと思うわ。
（後略）｣31）
しかしながらラドブルックは、トリイの教室で、選択
的緘黙症の女の子シェモーナと関わるというセッショ
ンを通じて、シェモーナに身体的にも精神的にもリ
ラックスして関わることができ、シェモーナをしゃべ
らせることに成功して、自尊心を持つことができた。
さらに、シェモーナやトリイとうまく関わることがで
きるようになって、母親から植えつけられた同性嫌悪
も克服することができたのである。
Ⅳ．おわりに
人と関わることが苦手な人は、人を避けるのでは問
題を解決することはできない。あえて人と関わる場に
入って、うまく人と関わる経験を積み重ね、それが自
信となって、次第に苦手意識を克服していく。
本稿のはじめで紹介した「治療共同体」アミティは
「同じような問題を抱える人々が、一定期間生活を共
にしながら、問題を乗り越えるために互いが支え合う、
というスタイルが基本」（ｐ.90）32）である。
トリイの教室で、助手という立場を超えて、みずか
ら「もう一人の生徒」となることを志願し、特殊学級
の教室の生徒として、障害を持つ子どもたちと一緒に
なって生活し、自分の障害や諸問題を認識し、トリイ
のアドバイスを守って、それらを克服していったラド
ブルックは、トリイの教室の持つ「治療共同体」的性
格によって彼女の人生を「生きなおす」、すなわち「ハ
ビリテーション」することに成功したのである。
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SUMMARY
HirokoKOBAYASHI:
ThestoryofToreyHayden'snon-fictionnovel“JUSTANOTHERKID”showsusabeautifulwomannamed
Ladbrookewhowasabusedfromheralcoholicmotherandbecameanadultchildcarriedonhermother'salcohol
intoxication.
BecauseofLadbrooke'smother'sabusetoher,shecouldnotraiseherownautisticdaughter.Ladbrookhad
beenlivedindespairandspenteverydaydrinking.“JUSTanotherkid”meansthisbeautifuladultwomanLadbrook.
ThispaperaimstoconsiderhowTorey'sclass'educationof享habilitation匡savedtheadultchildLadbrookfrom
herchainoftroublescausedheralcoholintoxicationandhowtocutofherchainofchildabuse.
(UyoGakuenColege)
EducationofHabilitationon“JUSTANOTHERKID”
－AStudyHowtoCutOftheChainofChildAbuse－
